
                                 ２０１９年９月 17日 久米 

             第５回都公連委員部会報告 

  １、開催日時・場所   令和元年８月２７日 １４時～１６時 小金井市公民館貫井北分館 

   ２、議題 

        ①第１回委員部会研修会 内容 

        テーマ    公民館の活性化  ～若者に魅力ある公民館にするには～ 

        講師     越村康英 千葉大講師 

        日時・会場  令和元年９月７日（土） １４時～１６時 小金井市市民会館・萌え木ホール 

        参加人数  ６５名位、小平市から８名参加（勝谷、中村、多田、大久保、塩野、矢島、 

竹田、久米） 

        若者が企画した成功事例、大田区の「ワカモノがつくる若者のための講座」で、生き方や 

働き方を本音で話し合う場を作ったことや木更津市の「ハッピーメーカー必ず実行委員会」 

で若者が企画し、実践したイベントで積極的にチャレンジさせること、腰を据えて粘りずよく 

継続させることが大事であることを学びました。 

 

      ②第 56回東京都公民館研究大会について 

         メインテーマ     公民館の役割、再発見 ～新たな広がりをめざして～ 

         基調講演       田中雅文（日本女子大講師） → 佐藤一子先生〈東大名誉教に 

変、9/4企画委員会にて） 

         日時・場所      令和 2年 2月 1日(土)9時～16時 昭島市ＫＯＴＯＲＩホール 

         第 4課題別集会  委員部会担当 

          テーマ       昨年のテーマの続編 公民館講座受講後の展開 

           サブテーマ    未定  事例発表が決まってからそれに合ったテーマとする。 

            同じ理由   昨年の事例発表とポスターセション７部門が好評で、引き続き 

                     同じテーマで 未発表または、昨年のポスター発表から事例発表に 

                     したら ということです。 

         助言者       倉持伸江 東京学芸大学准教授・小平市公運審委員 

         宿題事項 

    事例発表案  改めて 事例発表案を各市 3テーマ以上 3週間以内（9/１７）迄  

                     に小金井市事務担当 中川さんまでメールする。 

           小平市案    別紙のように挙げてみました。  

            

         倉持先生の案（８月８日相談した結果 意見を述べられた） 

                     基本的に昨年と同一テーマには了解されました。 ただし成功事例 

ばかりでなく失敗？そこそこの程度の物もあってもいいのかな 

また未発表市の事例を取り上げてもいいのでは とのことでした。  

            

       ③勉強会        １５時～１６時 貫井北分館（同室似て）        

            テーマ     住民自治を考える 

 ～指定管理制度、受益者負担の論理に抗するために～ 

            講師      荒井敏行（都公連顧問） 

            概要      公民館を活性化するために教育委員会から首長部局へ移すことも 

                     可能となったが、社会教育の主体は住民であって、公民館施設が 

                     イベント会場にならないように市民の意識、「私たちはクライアント 

                     （当局からの一方的な指示に従う）ではない」 学習権の自主性を 

                     持ち続けることが大事です。 

                             （参考資料は保管します。） 


